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校務の情報化の在り方に関する
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弊社及び製品について
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✓ 完全ブラウザ対応のシステムでクラウドから提供をメインにしています。

✓ （オンプレミスにおいても提供可能）

✓ 小学校・中学校・高等学校・特別支援学校など、各種学校課程に対応します。

APPLIC※教育情報アプ
リケーションユニットに
適合しています。

ブラウザを利用するW E B型のシステム

S c h o o l  E n g i n e

※APPLIC（一般社団法人全国地域情報化推進協会）
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導入実績 前提として以下の通り紹介いたします。
2009年から事業を開始し、初期から「クラウドサービス」をメインとして
提供しています。現時点で約3,600校の導入です。

※赤字は当社クラウドサービスによる提供
尚、クラウドについては弊社でサーバーの管理、資源の調整やメンテナンスを行うものとして定義し
ています。
自治体指定のデータセンターでの運用等は本資料ではクラウド以外としています。

• 札幌市 314校
• 小山市 37校
• 越谷市 45校
• 南足柄市 9校
• 大井町 4校
• 中井町 3校
• 松田町 3校
• 開成町 3校
• 湯河原町 4校
• 箱根町 4校
• 山北町 2校
• 真鶴町 2校

• 敦賀市 21校
• 中央市 8校
• 函南町 7校
• 伊豆の国市 9校
• 三田市 28校
• 九度山町 2校
• 久留米市 61校
• 志免町 6校
• 古賀市 11校
• 苅田町 7校
• 熊本市 152校

• 沖縄県島尻地区
６自治体 56校

• 岩手県 65校
• 福島県 119校
• 埼玉県 137校
• 千葉県 129校
• 石川県 44校
• 山梨県 30校
• 静岡県 131校
• 京都市 10校
• 兵庫県 147校
• 和歌山県 61校
• 広島県 84校
• 香川県 39校
• 愛媛県 57校
• 高知県 40校
• 福岡県 90校
• 宮崎県 37校

小・中学校

• 福島県 25校
• 石川県 12校
• 山梨県 13校
• 静岡県 37校
• 和歌山県 11校
• 広島県 21校
• 香川県 8校
• 愛媛県 9校
• 高知県 24校
• 福岡県 20校
• 大分県 16校
• 北海道 67校
• 新潟県 25校

県共同調達 特別支援学校

• 高知県 275校
• 奈良県 202校

高等学校（県立中含む）

• 北海道 192校
• 新潟県 89校
• 愛知県 149校

◆稼働準備中◆
• 富山県 39校

◆稼働準備中◆
• 富山県 13校
• 愛知県 30校

• 山梨県 253校

その他、大学等の高等教育機関向けシステム「CampusPlan」も多数の実績があり、メインの「学
籍・教務情報システム」は全国に約200校に導入実績があります。
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①「短期の方向性」
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将来的には中間サーバーを必要としない、「認
証だけで」相互接続可能に。

①「短期の方向性」と現状

現状、校務系ネットワークと学習系ネットワークが分離されている環境において、セキュ
リティを担保しつつロケーションフリーな（教職員が一台の端末で校内どこから（必要に
応じて校外や自宅から）でも）校務処理を可能とする方策が必要です。

校務支援
システム

校務系端末
教員用

学習系端末

校務外部サーバ
(中間サーバ）

児童生徒用
学習系端末

校務ネットワーク
閉域網IP-VPN

学習系
サービス

• ネットワーク分離による対策を講じた
システム構成の場合
校務処理を可能とするためには校務
外部接続系ネットワーク上の中間
サーバを介して学習系ネットワークか
らのアクセスを許容するようにネット
ワーク構成を変更することが必要。

学習系
ネットワーク

校務ネットワーク
閉域網IP-VPN
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①「短期の方向性」と提案

「既存の校務支援システムで処理すべき校務と、汎用的なクラウドサービスを活用すれ
ば足りる校務を分けて考えることが適切ではないか」との記述について、効率的な業務
処理やセキュリティ等の観点から役割分担を明確にしたシステム調達を提案します。

例えば、グループウェアについては自宅・校外からの利用についてもニーズがあります。
こうした場合、校務支援とは別のクラウドサービスとして提供することを弊社では想定し、
クラウドサービスの料金提供体系をご用意しています。他社サービスとの組合わせも可能です。

校務支援
システム

Google
Workspace

必要なサービスを自由に選択できるシステムが必要

デジタル
教科書

オンライン
ドリル

グループ
ウェア

• 各業務に必要なサービスを選択し活用 （民間ではすでに常識）

• 現状、各種のサービスや装備を一括で調達することにより途中での柔軟性が失わ
れる懸念があります。

• 各サービスのアカウント統合やID・PW等の利便性確保が課題
• 自治体が必要な業務サービスのみを調達できる環境が市場の熟成のためにも必要
• このためにもクラウド・SaaSの活用で「必要なサービスだけを個別に調達」できることが
必要と考えます。
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③「短期の方向性」についての懸念

➢ 将来的な「教育データの利活用」への対応

校務系と明確に分離しており、大胆なデータ活用注は難しい状態であるため、学
習系を主体としたデータ利活用に偏らざるを得ない。

➢ 校務支援システムのデータは「基幹データ」であると考えており、そのデータの活
用をするためにはネットワーク分離の廃止または超えた利用の促進を期待。

➢ 教員のシステム全般の利便性

校務処理と学習系の処理で端末を分けたり、システム全般の利便性に難がある
のは現場からよく聞こえてくる。
ただし、今後のネットワーク分離の解消に期待がされている。

注:外部ツールを用いた学校または自治体単位の欠席や成績傾向の視覚化や統計・予測等での活用
校務支援の時間割、成績、出席情報などを用いた学習系システムなどの外部からのサジェスチョン機能などが考えられます。
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②「中・長期の方向性」
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②「中・長期の方向性」について

校務系ネットワークと学習系ネットワークを統合している環境において、セキュリティ
を担保しつつロケーションフリーな校務処理を可能とする方策について

教育システム全体の構想を大きくに分割した構想が必要

校務支援
システム

Google
Workspace

サービス領域 必要なサービスを自由に選択できるシステムが必要

IDaaS

デジタル
教科書

オンライン
ドリル

グループ
ウェア

独自基盤領域

多要素

認証装置

ファイル

自動暗号化

デバイス

管理

振る舞い

検知

ウイルス

対策

Web

フィルタリング

セキュリティ対策を適宜導入

教員用
端末

児童生徒用
端末

Active
Directory

PC教室端末
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多要素認証への対応について

ガイドラインにおいては「端末認証」と「クラウドサービス利用認証」において
多要素認証を実施することを推奨している。

各クラウドサービスごとに異なる多要素認証を採用すると、
→ コスト増
→ 利便性低下
→ 同一パスワードの濫用
端末、サービス利用双方に利用可能な仕組みが望ましいと考えます。

FIDO2規格の

生体認証デバイス

WindowsHello等

FIDO2対応の

認証基盤

校務支援サーバ側の

SSO対応（SAML等)

例としては以下のような対応を複合することで、簡素で利便性の高い多要素認証
環境を実現できると考えております。
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②「中・長期の方向性」について

パブリッククラウド検討の際に検討される事項に対する提案

➢ 通信の秘匿性をどのように担保するのか？
TLS通信をサービス側で実装しており対応可能です。言い換えると一定強度の暗号化と
端末認証（利用の正当性担保）で担保すべきと考えます。

＊弊社クラウドサービスのサービス仕様書では暗号化を明示しています。

➢ 個人情報保護審査会等への対応が大変では？

個人情報を外部事業者が管理する施設に預託する観点から自治体への説明が必要です
が、今までに審査や諮問の結果、断念したことはありません。
今後は個人情報保護法統一の動きがありますので、簡素化が期待されます。

➢ ガイドラインでは端末認証とクラウドサービスログインの双方に多要素認証の必要性が記
載されている。各サービスごとに多要素認証を用意するのか？
多要素認証についてはFIDO2等の共通規格に準拠した認証装置をご用意いただき、認
証サービスを活用いただくことを推奨します。

例えば、端末にあらかじめ上記のような認証装置が具備されていれば、端末利用認証、
サービス利用認証の双方に利用可能となり、過度なセキュリティ対策を講じる必要がなくな
ります。
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③懸念事項
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③「中・長期の方向性」についての懸念

➢ 児童生徒・教員アカウント管理の課題
シングルサインオンを前提とした利用環境の実現するための大きな課題。

→ 統一IDの早期確立が必要です。
これは複数システム間、自治体を横断した場合において
間違いのない個人特定を行うために必須と考えます。

➢ サービス間で流通できる標準データフォーマットの普及
個人を特定するデータ管理体系だけでも制度化と普及が望まれる。

➢ クラウドサービスを自由に選択する感覚・環境が必要。
個人で利用するサービスの多くはサブスクリプションサービス。
公共団体でも活用できる土壌は整っている。

➢ 教育情報セキュリティポリシーについて自治体へのさらなる啓蒙が必要

➢ デバイスの文字コード対応（姓名の正確な引き継ぎ）
→ 姓名などに使われる異体字・外字を正しく引き継ぎ、表示するために必要と
考えています。
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④意見と先駆的事例
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「今後のあり方」について

✓ クラウドベース・アクセス制御ベースの校務支援の事例

・現時点では上記の方針について示された直後でもあり、実際の事例には至って

いないのが現状です。

✓ 要望・検討方向はクラウド・アクセスベースで出される例が増えています。

・クラウドをベースにできるだけ導入コスト・手間の削減と同時に、将来的な

データ流通を念頭に提案を求められるケースは昨年後半から増えてきました。

以下はネットワークを超えた、クラウドを活用した先行事例です。

✓ 小中学校から高等学校へのデータ引き継ぎ p17、18参照

・指導要録データにとどまらないデータ引き継ぎ。

✓ 家庭向けデジタル配信サービス p19参照

・某自治体様での試験実施。欠席連絡の他、通知表のデジタル配信を実施。
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県内全公立学校
間で児童生徒情報
の継承を実現

県内市町村立小学校

県立学校

進学

進学

県内市町村立・県立中学校

中学校

県立高等学校

小学校

中高連携
システム

•出欠情報
•成績情報
•所見情報
•成長記録
•保健情報

12年間の見取り図
大学進学までの

個人プロファイル形成
県域統合型
校務支援
システム

小学校
児童

中学校
生徒

高等学校
生徒
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©日本経済新聞
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校務支援システムをベースにクラウドを利用して保護者・家庭へのデータサービスも
開始しています。
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当社システムでは「教育委員会機能」があり、自治体単位での全データの集計、統計を取得
する機能があります。（下記は県教育委員会での例）

これらの仕組みを利用して欠席や成績などの各種でデータの傾向を把握し、さらに予測など
に役立てることができると推定しています。

これは学校単位でも同様ですが、どのような統計が有効であるのか？課題の状態にとどまっ
ているのが現状です。
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ご清聴ありがとうございました。
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公教育ソリューション事業部
本社 電話：075-256-7575

東京支社 電話：03-5777-5203

E-mail saas-info@systemd.co.jp

http://www.schoolengine.jp
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